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ユ969年1月から3年半にわたりネパｰルにおいて作業

した国際連合開発計画事業の金属鉱床地質専門家タラロ

フ技師によって｢ネパｰルの地質と鉱石類｣なる大部の

報告書が1972年作成された.同氏はそれまでの諸資

料の調査と自身の野外･室内における作業によりこ

の報告書をまとめている.読者の中にはすでにこれを

御承知の方もあるかと思われるが未知の方々のために

次に少しく同報告書から拾って若干の御紹介を試みるこ

ととする.尚本文中稀有金属とあるはSnWlMo

TiHgSbBiBeTa-Nb稀土類Liを意味する

と考える.

有用鉱物の種類とその将来性について

石油･天然ガス

1932年のBowMAN,T.S.調査報告を構矢としていく

つかの調査が行匁われているが現在の所では次の各地

域が天然ガス･石油を胚胎の可能性ありとされている･

Terrai一面積約20,000km2

ChuriaLekh山嶺一面積約!5,000k皿2Kama1i,

Kaligandaki両河に挾まれるMahabharat山脈の一部を含む

Muktinath･Langu両谷一面積約3,500k皿2

ネパｰノレの石油1天然ガスの将来性については情報に

きわめて乏しく従って諸説紛々たるものがある.

ネパｰル特にTe･raiの石油･天然ガスの将来性あり

とするものはTer工aiにおける堆積状況や地質構造力ミ

インド･パキスタンに属する隣接区域のものと同様との

臆測を基とする.一方6ケ月間地質調査を実施した

GL酬NY,K.,ZIGLER,M.A.(1963)の両氏は同国の

石油･天然ガスの将来性については否定的な結論を下し

ている.インドの地質技師中にもヒマラヤのforedeep

のネパｰル領中のNepa1ganj-Dai1e良h地域にはかなり石

油･天然ガスの見込みありとするものの地表地質調査

･地球物理探査や探掘りの実施は地勢その他の現状の

下では事実上不可能であるとしているものがある.

ネパｰノレにおいて石油･天然ガスを発見するについて

の地質的条件の最もととのっているのは西部Terrai

と思われるものの大鉱床を発見の可能性ありとは信じ

がたい.Te･工aiがその北部を占めるGanges盆地全

体が石油･天然ガスについては左程有望な地域である

とは考えぬ者が多い.

Nepa1ganjに近い西部下･…i地域の石油･天然ガス

の将来性を確かめるについては運搬･交通の条件複

雑な地質状況等から莫大放経費を要しがって国連に提

出された310万米ドルの計画(ボｰリングを含まず)な

どでは到底行なうことができない.ましていわんやこ

の地区での古生層基盤の深さは7,500～9,000mに及ぶと

思われる場合においておやである.

空中磁気･放射能探査を実施するについても地形の

高峻たため空港･着陸地多数を要し現状では精査を

十分行匁い安全柱飛行をすることは不可能である.

更にこれら計画実施の財源をいかにすべきか計画実

施に当るべき熟練労働者技術者の欠如かかる要員訓

練の実施されていないこと等をみてもこの国において

近い将来石油･天然ガスの探査を行匁うことは明らか

に不適である.!971～75年のネパｰノレ5ケ年計画中に

は石油･天然ガス探査をまずKoi1abas-Nepalganj間

の約5,00肱m2の地域において実施し次にNepa1ganj-

Dhangadhi間の西Terrai平原約5,000良m2の地域お

よびKath皿&ndu谷において行なう計画がある.この

計画によれば地質図作成重力･磁力･地震探査およ

び層序調査用のボｰリ.シグを経費2,920万ネバｰ〃レビ

ｰで行たうことに放っているがこの経費では到底この

計画を完遂することはでき扱いししかも好結果がえら

れるという保証はどこにもない.

石炭

ネパｰルヒマラヤの地史をみれば明らかな様に含炭'

層の形成は高地ヒマラヤ(HigherHima1ayas)と低地ヒ�
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マラヤ(LowerHima!ayas)との間の境に石炭･二畳紀

中にあったと思われるもののこの部分は現在完全に浸

蝕し去られてしまっている.石炭が相当量堆積するこ

とは高地ヒマラヤの内側の諾盆地内には期待しがたい.

堆積の停止は二畳紀においては殆ど認めることができず

また石炭紀にはその兆候すら全くみられない.

白亜紀一始新世の諸層中に石炭を求めるものもあった

が不成功に終わっているしその成果もけっして好結果

はえられ粗かったと思われる.即ち石炭は白亜紀中に

存した内陸性条件下には堆積しえないし始新世の堆積

は狭く深い海溝に限られていたことは明らかで永続性

もなく従ってその堆積物もまた石炭の見込みがたい.

結論としてネパｰノレのヒマラヤ地方には石炭につい

ては実際上望みはないといいうる.

鉄鉱

各種の成因による鉄鉱がネパｰルにはある.岩漿型

のものは斑紡岩類一輝緑岩類の小規模祖迷入に関連し

鉱石鉱物の代表的なものとしては磁鉄鉱とチタン鉄鉱

とがある.FeO+Fe.O｡の含有量は12-18%TiO｡の

それは2-4%を示す.鉱床は何れも済経的価値がな

い.

スカルン複合体の岩床状のものは(通常炭酸塩物

中に)発達しmigmatite･および花開岩化岩類の地区中

に電気石一及び黒雲母一花筒岩類のeXOCOntaCtS〔接触

部外縁の意か?〕及びそれらの･OOfSに発達する.

含鉄鉱物のおもなものは磁鉄鉱及び赤鉄鉱でそのレ

ンズは通例黄銅鉱･方鉛鉱･閃亜鉛鉱･黄鉄鉱･磁硫

鉄鉱の混合体を伴ってスカノレン多種金属鉱体(skam

Po1y㎜eta!1icorebodies)中に形成されることが多い.

この型のものは小規模匁るため済経的価値は校いカミ

鉄の含有量は60-70%に達し又同一の地区内でスカノレ

ン中に多種金属を発見の可能性がある点注目に価する.

熱水性のものは製鉄の目的からは稼行に耐えない

ものの之に伴うべき多種金属鉱石の点からすれば注

目の要があろう.

堆積源変成赤鉄鉱一一一磁鉄鉱岩床状鉱床は奥陶紀珪岩

中及び震旦紀石灰岩類の下に位置するKhahre岩石灘

(Suite)中に分布する.良質の鉱石の鉱床も多いが

厚さが薄く一般に大きさが限られていて経済的価値に

乏しい.

理論的には菱鉄鉱鉱石や含鉄珪岩発見の可能性なしと

しない.特に後者については探査の要がありという

のもウラン鉄カミ之に伴って発見される可能性あるためで

ある.赤鉄鉱を伴う巨晶花筒岩岩脈を鉄鉱探鉱の対象

と考えたものもあるがかかる岩脈の鉄鉱稼行を目的と

する場合経済的に無価値なることは言をまたない.

マンガン鉱

マンガン鉱の存在は当国にはこれまでの所しられて

いたいが低地ヒマラヤ諾盆地の南部縁辺部の寒武紀･

奥陶紀の地層中に堆積源のマンガン鉱床を発見の可能性

がないわけではない.

バナジウム鉱

バナジウムは主として多種金属鉱石･チタンｰ磁鉄鉱

･鉄鉱等から副産物として回収されている.この点か

ら注目すべきは斑糧岩一輝緑岩類の遊人体中にバナジ

ウム含有量の高いものがあり時に0･1%にも達するこ�
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第21判タラコフ技師のすすめるまず探査すべき諸地区(ナショナルジ

オグラフィヅクマガジンの図を利用し沢田腫D

とがある点である.バナジウム混合物は又Me1mura

鉱床の錫一多種金属鉱石中にも発見される.更に大い

に注目すべきものとしてはS退riKho1a･RaoKho1a･

T･i･ulganga河･南東ネパｰノレ･北部ネパｰルの各種堆

積源変成岩類一即ち炭質片岩類･珪岩類･黄鉄鉱片岩

類(pyriti･edschists)一中に高いバナジウム含有量(最

高O.1%)をみることである.他の金属類との複合体中

に更に高いバナジウム含有量をもつ地域も発見される可

能性カミある.

銅鉱

記録には銅鉱兆として5!記されているもののその大部

分は石英一黄銅鉱脈によって代表され経済的価値はな

いが時に鉱脈中の銅含有量は高いものがある.巨晶

花崩岩脈中の銅鉱化作用の記載やかかる鉱床の探査の

勧告は考慮に値しない.含黄銅鉱石英脈を示す鉱光地

の数は更に増加の可能性カミありネパｰノレ国中至る所に

ありといいうる.ただしこの型のものはどんなに大き

くても経済的鉱床とするには足らたい.硫化銅鉱の既

知鉱脈は世界の産銅額の2%にも足りずかつ大さカミ小

さいのを特徴とする.含銅砂岩類･銅一斑岩･熔離鉱

(1iquatiOnO工eS)などの重要な型の銅鉱床はネパｰノレ

にこれまでしられたものかなくこれを発見すべき条件

もみあたらたい.従ってこの国には独立して経済的に

価値ある如き銅鉱床は期待すべきでは匁い.しかしな

カミら随伴金属としては銅はスカルン多種金属鉱床中に

また蒼鉛を主とし鉛･亜鉛･銅･金など時にはニッ

ケノレ･錫･アンチモンなどの混合物を伴うきわめて有望

な複合体の中に広く分布する.かかる型の鉱床を探査

すれば銅をも同時に回収しうる経済的規模の鉱床の発

見に杢らないとはいえない.

銅一多種金属鉱化作用

ネパｰルでは銅のなかに蒼鉛･アンチモン･鉛･蝋

鉛･金･テノレノレ･タングステン･錫･ニッケルをも含む

鉱石の存在が五ヵ所記録されていてその鉱石には各種

のものがある.

重要な…つの型は岩石のスカノレン化した部分で炭酸

塩物質との混合体である.Si･邊Kho1･のものはこの

型に属し鉱石はタングステンとの混合物である.こ

れと同じ型のものとしてはBeringKho1a,Pmga鉱体

があげられ主要金属は鉛および亜鉛である.

非常に興味あるものとしてはBarghare型の熱水性鉱

石がありこれは破砕･珪化作用をうけた傾斜方向(CrOSS-

cutting)および層面に平行な(inte工strata1)帯状部に発

達する･これらの鉱石は錦･鉛･亜鉛･蒼鉛･金とき

にニッケノレおよび錫を含有する.かかる鉱石ではおも

な鉱物は蒼鉛でこの型のものはネパｰルでは経済的

価値あること論をまたない.これを証するものは

ManduKh･1a河にそう電気石花筒岩類のexoc㎝tacts

(Bimphedi村地区)中の厚さも延長も大で高品位の

鉱体の存在である.この型の一例としてはSiddhi

Khani鉱床がありここでは参金属鉱化作用は珪酸塩

岩類の珪化作用に関連がある.

鉛および亜鉛鉱

鉛一亜鉛鉱特に鉛または亜鉛との複合参金属鉱有は

ネパｰノレでは有望で経済性ある大鉱床発見の可能性が

ある･銅･鉛および亜鉛を伴うスノレカン参金属鉱石類

については前節にのべた.本来の鉛一亜鉛スカノレン

鉱床の例はPangu鉱石型のものでこれに近いものは

GaneshHima1地区の鉱石であろう.斜長花闇岩類の

花崩号化作用の外縁(Outer壬rOnt)にはこの型の進展の

結果Hima1統やHi1ang岩石灘の石灰質層準のスカノレ

ン化をみる.北部ネパｰノレではかかる変化の程度が大

でスカノレン型鉱石を探査の要があろう.

炭酸塩体(Ga1ang,Hi1angなどの岩石鮮中にある石灰

岩類や白雲岩類)中の熱水性申温鉱床は珪化作用や

白雲岩化作用を･伴い(Kab工eBhid型)(螢石をも含む可

能性あり)徹底的に調査の要がありその結果経済

的鉱床発見に至ること疑いをいれ狂い.

Piuthan地区の鉱床で母岩の炭酸塩岩類の珪化および

重晶石化を伴うものは明らかに低温型のものである.

その位置は交通･運搬によくこの型の鉱床を探査･評

価する必要カミ是非あり経済的鉱床発見の可能性が多い.

更に興味あるものとしてはBarghare地区の中温熱�
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水性鉱石類カミありこれは鉛蒼鉛亜鉛の地金がか

なり重要性がある･これはPiuthanの鉱床の鉱石類の

型に近いものであろう.かかる鉱石類を電気石花闇岩

類や斜長花闇岩類の送入体のeXOCOntaCtSの部分で探査

することはすすめられる.脈状の鉛一亜鉛鉱石類は経

済的には重要なものではない.

BrokenHi11やSuuivanの諸鉱床に似た型の高温熱水

性多金属鉱床の発見可能性がありかかる型の鉱石類探

査に最適の地域としてはTaP1ejmg続の岩石類が分布す

る南東ネパｰルの諸地域カミあげられる､これらの岩石

類は参金属鉱化作用を明らかに示していて詳細な探査

･評価の作業を行たう要がある.

ニッケル鉱

ネパｰルには経済的価値のあるニッケル鉱床は未だ知

られていたい｡熱水鉱床の複合鉱石中にニッケノレが混

合していてもそれだけでは意味がない.もっともニ

ッケノレを含有する塩基性或は超塩基性岩類を発見の可能

性は粗いとはいえないがその可能性は大き削､のでは

ない.

コバルト鉱

Sama工bhama･Netada･1ing,Tamgas,Nangreの鉱床

の様なネパｰノレにおける鉱床の合コバノレト鉱石類はきわ

めて興味のあるもので更に探査の要がある.コバル

トの他がかる鉱石類には銅ニッケノレがあり更に

(ネパｰノレの低地ヒマラヤの特殊な鉱床生成機構を考

える時)蒼鉛金アンチモン鉛亜鉛ウランテ

ルノレ銀錫などをも含む可能性は大きい.かかる合

コバノレト鉱石類の発見よりして同様の鉱床が諾断層帯

中や酸性避入体のeXOCOntaCtS中に発見される可能性

がありかかる地域で探査を行なう要がある.

砒鉱

純然たる批鉱石はネパｰノレにはまだ発見されておらず

又砒素そのものが工業的需要の大きいものではない.

しかし砒鉱は熱水性鉱化作用の諸鉱床(金鉱複合多種

金属鉱蒼鉛鉱の)に伴うため地化学探査にあたって

砒素の低品位ハロｰをはっきりさせることは探査上大

きな意義をもっている.

アルミニウム鉱

ネバｰノレヒマラヤの地史より明かな如く低地ヒマラ

ヤ高地ヒマラヤとも原生代から二畳紀に至る間堆積

作用に大きな中断はみられず従ってこの間におけるボ

ｰキサイトの生成は期しがたい,低堆ヒマラヤに専ら

れる二畳紀から始新世(白亜紀を含む)に至る間の内陸

期は上昇･浸蝕を伴い従ってこの湖もまたボｰキサイ

トの生成の望みが狂い.

明嚢石発見の可能性は若干あり明響の項に後述する.

金鉱

金だけの鉱床としては南東ネバｰノレのSumayのみが

重要たものであるげれども金鉱床発見の可能性はかな

り大きい･この結論を裏付けるものはネパｰルの岩

石類中に金が広くみられる点で金が全く異なる種類の

諸岩中に存することは注目に値しよう.金の痕跡程度

のものは花商岩類および巨晶花陶岩類の中斑粉岩類

および輝緑岩類中珪化石灰岩類および片岩類中無数

の石英脈の中銅･鉛･砒素だとの硫化物の混合体を伴

う珪化陸成層の中銅･蒼鉛･多種金属の熱水性鉱石の

各種のものの中にみられ総計すると金は150以上の違

った岩石試料中に発見されている.原生代の珪岩中に

は金がトンあたり19の100分合でみられることは特徴

的である.興味あるものとしてはNahan岩石群の

Siwa1上層中に金の発見されることがあげられトンあ

たりO.069(即ち原岩1m3中150ミリグラム)の金が記

録されているのはMa坤ari何々口の西13k㎜Debick

αur村付近で採取の試料である.同じ岩石灘の灰色粘

土の一試料ではトンあたり0.0159(即ち原岩1m3中約

50ミリグラム)の合金量カミみられた(Hitau工a村北

Nagau1丘村向いの自動車道路).即ち砂金の生成は初期

Siwalik期に起こったものである.従ってかかる埋設

した砂金鉱床を探査の要があり特に未凝固岩類中にあ

ってすぐにも水洗カミききかつ露出がよくて露天掘に適

する場合は有利である･ただし経済的に引あう鉱床発

見の可能性は小であって上記の如き探査は何をおいて

もまずというものではたい.

LowerSiwa1ikNahan岩石灘の礫岩類中にある珪岩

礫が金を痕跡程度含むことも興味カミある.

重鉱物探査の結果9ranitoid迷入体のexocontacts巾

に金のあることが判っている.上記の諸件から低硫化

物および高硫化物型の熱水性金鉱床を諾断層帯中や珪化

岩石類の部分の中に発見することは考えられる.また

合金石英脈網状鉱床および合金片岩帯も各種岩類中に

存すべく非鉄金属類の鉱石類中の金含有量を調べ金

を副産物として回収することを考えるのも試みるだけの

ことはあろう.ネパｰノレの低地ヒマラヤで金目的の探

査を探査計画全体の一部として行枚うことは重要なこと

と考えられる･現在の河川の砂鉱床に対し探査を行校

うことは困難かつ経済的に引合わぬというのは若い地

形の条件下で1ま規模が大で高品位の砂鉱床を発見の可�
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能性は少ないからである.少なくともこれは緊急を要

する作業ではないと思われる.

銀鉱

ネパｰノレには銀鉱だけの鉱床発見の望みはないが鉛

鉱石や多種金属鉱石中の銀含有分を調べることが用干要で

これにより経済的に稼行しうる諸鉱石から主要鉱物の回

収と同時に銀を副産物として取得することを考えるべ

きである.

錫鉱

既知の錫の唯一の鉱床たるMe1muraのものは未だ精

査されていない.恐らくこの鉱床は蒼鉛一タングステ

ンｰ水鉛一錫型に属し斜長花商岩の酸性避入体と関係

あるものであろう.しかし接触変成帯中に濃集して錫

石の分布がきわめて広くみられる点からして次の如き

希望をもつことができる:即ち黒雲母花開岩複合体の

発達する区域内に石英一錫石硫化物一錫石などの鉱

床が発見できようしまた電気石花開岩類と斜長花開岩

類の複合体の送入体に関係ある硫化物一錫石の卓越する

鉱床電気石一錫石の卓越する鉱床が発見されよう.

石英一マンガン鉄重石の錫石を伴うものが多分重要なも

のとなると思われる.

含錫石巨晶花開岩は実際上ほとんど問題にならぬもの

と考えられるがグライゼン型のものの発見もほとんど

期待しえない.しかしここに留意の要があるのはネ

バｰノレに広く分布する含タンタル希有金属花商岩類(と

恐らく巨晶花開岩類)の開発に当って副産物として錫石

が採取できるかもしれないという点である.タンタル

ｰニオブ酸塩についてある程度のめどがついたならばか

かる花南岩類の錫含有量を調査の要ありと思われる.

錫石の調査に際してはそのインジウム含有量をしらべ

ることカミきわめて重要でインジウムが存する可能性が

あるに加えてもしあれば錫鉱石の価値を大いに増加す

るためである.

タングステン鉱

微々たる量たがらタングステンが各種岩類中にこれま

で発見されている.比較的多量なのは(灰重石の形で)

電気石花闇岩斜長花開岩これらの岩類の巨晶花開岩

類中ならびに随伴する花庸号化した岩石類中である.

これら岩類のタングステン含有量は通常1%の1,000分

合で最大O.07%に達する.石英一電気石脈中にあっ

てはタングステン含有量はO.08%に及ぶ.同様の含

有量がスカノレン化した部分にありその例はSiしri地区

にみられるがこの量はタングステン三酸化物の経済的

含有量の最低値に近い.灰重石(および程度は下るが

マンガン鉄重石)の非常に広い低品位ハロｰが重鉱物探

査の結果はっきりしている.しかしタングステン鉱床

発見の見込みはあまり大ではないとみられる.(スカ

ノレンｰ灰重石鉱石類の)最も有望な型はネパｰルでは広

い分布を示さぬものと思われ岩石のスカルン化作用は

灰重石を伴うスカルンとは異なる型で本質的には輝石

の組成をもちザクロ石長石を伴うのが特徴である.

またこの国には9ent1econtact･をもちかつ大規模の

スカルン鉱床を発達させるに特に適した欠きた底盤の

送入はみられない.

これに比べ錫石を伴い又は伴わず比較的単純な組

成の石英一マンガン鉄重石脈発見の可能性の方が大でこ

の型の探査に特に意を注ぐ要がある.また一方硫

化物一タングステン型のものがある程度重要柱ものであ

る可能性がありネパｰノレにみられる既知鉱石類の鉱物

組成や国全体の鉱床生成機構からして明らかな如くこ

の種のものはこの国では十分発見の可能性がある.

水鉛鉱

水鉛を伴う鉱石は唯一例KhariKho1aに知られてい

るにすぎない.この例では水鉛の含有量は0.26%に達

するカミ経済的価値のあるものではない.ただし水鉛

の賦存は各所に知られ含有量1%の],000分合のもの

は9･anitoid岩類中に報ぜられている.Me1mur･型

の鉱石にあっては水鉛含有量は1%の100分合に達す

る.従って錫石一水鉛一タングステン水鉛一黄鉄鉱

水鉛一電気石および水鉛一黄銅鉱組成に属すち鉱床が発

見される可能性はありかかる鉱床は花南岩避入体の

eXOCOntaCtS内または付近に期待しえよう.

水銀鉱

ネパｰノレの地質についての報告中に自然水銀が一か所

報ぜられているもののこれは疑わしい(Loc･181).

椀がけの結果KhimtiKho1aの右岸地区に辰砂の存在が

知られている.ごく限られた数放がら水銀を目標にし

て行なわれた分光分析の結果Panguの鉛一亜鉛スカル

ン鉱中に水銀の存在がわかっていてその含有量は最高

0,003%である.これらの事実からして低温熱水作用

により水銀鉱床が生成された可能性が考えられ従って

ネパｰノレには無数にみられる断層の炭酸塩岩珪酸塩岩

中のものにそって水銀鉱床を発見する可能性なしとし扱

い.この場合特に重要なのは不濠透性岩石または破

砕された断層面などによって遮られた閉鎖構造であろう.

重鉱物探査及び水銀計測調査(merCury-metriCSurVey)

が水銀探査の場合考えられる｡�
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アンチモン鉱

純然たるアンチモン鉱床は未知であるが輝安鉱およ

び天水成アンチモン鉱物類がBa･ghareの鉛一蒼鉛鉱中

にみられる.アンチモンをかなりの量含む鉱石はか

かる鉱石を伴う複合体中に発見しうる.

蒼鉛鉱

低地ヒマラヤには蒼鉛が広く分布していてこの地域

の鉱床生成機構上特筆するに足る.このことは送入岩

類の地球化学的性状についてみても明らかかでありま

た蒼鉛の含有量が例えばBagha･eの一試料の0.36-0.4

%の如く高い熱水性鉱石の構成にもみられる.1.7%

という蒼鉛の高い含有量はManduKho1･(Bhimphedi

村地区)にみられる同様の鉱石中に知られ更に1,004

%という価が斜長花庸岩のSindiKho1a送入体および

そのeXOCOntaCt･中の含黄銅鉱･輝蒼鉛鉱石英脈中に発

見されている.その他蒼鉛の存在は次の各例中に

知られている:石英一電気石脈Wapsaの酸化鉱南

東ネパｰノレの花商岩化諸君の中にある珪岩類;水鉛を伴

うMe1mu･aの含錫鉱石その他.

酸性送入岩類の蒼鉛含有量は世界の平均花商岩のそれ

に比ベエ50-1,260倍の多量を示し熱水性鉱石中に蒼鉛

の濃集すべき強力な根拠とたる.従ってネパｰノレの低

地ヒマラヤに蒼鉛を主とする(が銅･鉛･亜鉛･アン

チモン･金テルノレその他の諸金属をも含む)複合鉱を

発見する可能性はきわめて高いこと疑いをいれない.

この金属はこの国の重要鉱物の一つたるべく蒼鉛鉱石

探査には最大の努力を傾けるべきである.蒼鉛の国際

市場価格はいつも高く鉱石中の蒼鉛含有量が大でさえ

あれば困難な経済事庸下にあっても開発はひきあう.

ベリリウム鉱

斜長花開岩類(および恐らく電気石花開岩類)の含緑

柱石巨晶花開岩類はネパｰノレに広く分布する;しかし

その規模は小でせいぜいの所鉱業としては緑柱石を手

選する程度の国内だけの半企業化段階のものにしかなら

たい.これより蓬かに有望なものとしてタンタルｰニ

オブおよび稀有金属の鉱化作用をうけた花開岩の開発に

伴い細かく鉱染した緑柱石を採取することが考えられ

よう(タンタンｰニオブ鉱の項参照).

タンタルｰニオブ･稀土類･リチウム鉱

ネパｰノレの鉱床生成機構の顕著且特徴的な点の一つは

電気石花庸岩類と斜長花商岩類との複合体に関係あるタ

ンタルｰニオブ･稀有金属の鉱化作用がきわめて広くみ

られることである,Ta20季O･005劣Nb婁O昏O.O05%

Li.00,005%といった価が知られているのはPa1u㎎

電気石花庸岩類SundiKho1a斜長花商岩類Dand-

e1dhura斜長花闇岩類･変質花南岩類(apogranites)

Kokani-T･isuli断層や南東ネパｰノレの巨晶花商若々脈類

Trisu1i断層の脈状電気石花開岩及びその他の半花商岩

類黒雲母花庸岩類などの中である.加えてこれらの花

開岩類は緑柱石かなりの量のモナズ石;cyrto1ite〔ウ

ラニウム.ベリリウム･稀土類を含む変質した一種のジ

ノレコン〕錫石灰重石を含む.従って花商岩体中のタ

ンタノレｰニオブ酸塩鉱物の含有量の高い部分を明かにし

機械的選鉱と有用精鉱の分離とを伴う総合的開発を行な

うべきで例えば窯業用に長石を各種目的に石英を

又片状雲母;mica･c･ap;ザクロ石精鉱;タンタノレニ

オブ錫モナズ石を含む稀有金属精鉱等を分離する

ことが考えられ更にベリリウムリチウム鉱物の抽出

をもかかる開発で行なうのが好ましい.かかる稀有金

属花開岩類の完全利用を伴う生産は技術的にも実行可

能であり産業的にも意義あるものと思う.従ってか

かる花崩岩類の精査をまず第一にPa1ungやSandi

KhO1且送入体のものやTrisu1i断層の脈状花商岩類Dan･

de1dhura変質花開岩類などについて実施することは直

ちに行なうべききわめて重要なことと考えられる.巨

晶花開岩類はこの点からすると重要度が低くこれは品

位は高いかもしれないが鉱量は大きくないことによる.

ネパｰノレの塩塑性諾岩中のタンタノレニオブおよびリ

チウムの存在もまた重要で稼行可能の鉱床探査が必

要である.探査･評価の作業を然るべく行なうならぱ

大鉱床が同国内に発見されネパｰノレは将来疑いもたく

タンタルｰニオブおよび稀有金属語鉱の大供給源となろ

う.同時に留意すべきことながらタンタルを含むマ

ンガン鉄重石･錫石の鉱床がネパｰルの低地ヒマラヤに

発見されるかも知れずかかる鉱床はタンタノレのも一つ

の資源たりうる.

黄鉄鉱

当国には黄鉄鉱を含む岩石や石英脈が無数にみられる

とはいえ黄鉄鉱鉱石の生産という点からはすべて無価

値であるが探査上の指針としては大いに役立つ.黄

鉄鉱化作用は熱水性過程および鉱石生成過程を指示し

これら過程はネパｰルにみられる条件下にあっては(岩

漿複合体の生産性力)ら判断すると)錫水鉛タング

ステンコバルト金を含む鉱石の生成を伴うべく従

って探査に当っては黄鉄鉱化帯を上記諾金属の存否に

ついて徹底的に調査の要がある.

天然硫黄

ネパｰルには天然硫黄の鉱床はない,レかし硫黄の�
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風解物(吹出し華)は時に硫化鉱体の酸化帯中にみられ

(例えばMe1mura地区)非鉄金属の初生鉱石探査の

一手旨金十となりうる.,

醐桑原料鉱物

スカルン化した岩石中にB･O･の高品位のものを明ら

かにしようと企てたがこれは成功せずに終った.し

かしながらネバｰノレにおけるスカルンの鉄一マグネシ

ウム組成からしてdato1ite･danburite･1udwigite等を

伴うスカノレン鉱石の発見は不可能とは思われ狂いがこ

れは緊急の問題ではない.

燐鉱

ネパｰルの燐酸塩鉱物の既知のものはP.O｡の価が稼

行に耐えるものではない.しかしながら将来燐灰土を

探査することはけっして無意義ではない｡

描主類

当国の旛主類の既知鉱床は小規模かつ低品位である.

これらは非鉄金属類の硫化鉱の焼け中にできたヰ)のであ

れば探査上の指針として考えられよう.

岩塩類

ネバｰノレには岩塩鉱床というべき程のものはない.

高地ヒマラヤの二畳紀･三畳紀の地層中に一番その存在

の可能性カミ高いがこれら地域はほとんど接近不能であ

り経済的には開発が困難である･

研磨原料鉱物

結晶をたす鋼玉は重鉱物試料中に知られているものの

その初生鉱床は未知である.ザクロ石は国中に広く分

布するカミこれだけを目標に稼行することはまず不可能

で稀有金属花闇岩類の総合開発の場合には研磨材用と

してザクロ石精鉱を抽出することは可能である一

んど無限に得ることカミでき機械的選鉱さえできれば

Na.OとK.Oの割合も自由に選びうる.しかしかか

る岩石類を窯業原料だけを目的として稼行することは当

国の現状ではまず得策とは思われ校い.恐らく稀有

金属花闇岩を開発するにあたって副産物として長石精

鉱特に高級陶磁器用電気絶縁物用のそれを稼行するこ

とは見込みがあろう(タンタノレｰニオブ酸塩鉱物の項参

照).カオリン粘土も若干重要と思われるがこれは

花南岩の風化帯にあって石英や雲母が混在するため選

鉱が必要である.ここで注目すべきことはかかるカ

オリン中に稀有金属鉱物類が濃集している可能性がある

ことで特に断層帯にそう風化した花商岩中のものがそ

うである(例えばKathmandu谷の北縁Kokani断層中).

滑石

この国最大の滑石鉱床はKharidmga鉱床でその調

査･開発の問題はマグネサイト開発の問題と結びつけて

考えれば解決しよう.

雲母

雲母の鉱床は多数あるにもかかわらずその調査は不十

分で試料採取も事実上行なわれていないに等しい.

その品質についても特別にテストもせずに決められた

ものであるのではっきりしたい.多くは家内鉱業に

むいたものである.それより重要なのは雲母を多く

含む巨晶花開岩類は錫稀有金属非鉄金属宝石など

の諾鉱床が同一地区内に共存する崇漿過程を指示すると

いう点である.

石墾

既知石墨鉱床はいずれも経済的価値がない.しかし

粗粒片状の石墨の比較的大きな鉱床が発見される可能性

はありその場合には選鉱によって優良品とすることが

できよう.

明警および明磐石

明磐についてきわめて興味あることをSanfo工e,R･S･

カミ報じている.硫気孔における鉱化作用に母岩の明

磐化作用カミ伴い更にこれに稀有金属鉱化作用が知った

ものでネパｰノレの事庸からは当国の送入複合体の稀有

金属分化作用を考えればこれはきわめてありうること

で従って明響石の探査は根拠があり成果が上るかも

しれたい.

窯業原料鉱物

ネパｰルでは巨晶花陶岩や花岡岩から昊石原料をほど

光学製晶原料鉱

ネパｰルでは氷州石(DaramKhora盆地のHi1ang

岩石群)や圧光学石英(Pie･ooptica1quart･)発見のみ

こみカミあるカミその探査は割高で今すぐやるべきもので

はない.

宝石および装飾用石

当国において発見みこみのあるこの種の石としては

青玉白青玉紅玉貴尖晶石黄玉多色性電気石

風信子鉱ザクロ石トルコ玉水晶煙水晶VeSuVia-

nite文象花商岩がある.しかし宝石の探査は砂鉱と

しノてのダイヤモンドの場合でも今すぐ行うべき性質の�
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ものでは放い.

重晶石

この国では重晶石が近い将来それだけで重要性をもっ

てくることはないと思われそれよりも多種金属鉱床の

間接的な探査上の指示物として重要であろう.

菱苦土鉱(マグネサイト)

当国最大の菱苦土鉱鉱床はKharidunga鉱床である.

本鉱に対する需要は工業によって異なるのでその探査

の得失については本鉱消費の量と型とが決定した際の特

別な経済的評価に基づいて決定すべきものである.

建築用原料'材

本件については国内需要に基づいて将来研究すべきも

のである.

温泉

硫資性の温泉の被圧面下からのもので温浴治療上の

条件を備えるものは経済的に重要で精査の要があり

特にPokharaの北やMajangd1Kho1註河の下流校との

風光明媚で交通便利住地域では地下の温泉を調査して

保養地一サナトリウムｰ観光地の総合施設を作ることが

できる.'(筆者は元所員現バンコヶECAFE事務局)

三11111111･舳･lllllllll･榊1111111111･…･lllllllll･榊･lllllllll･榊･llllllll11榊1111111111･舳･lllllll11･舳1111111111･榊111■lllll11榊･l1111■lll'榊11111113111榊･lll111111･榊11111111111㈹･l11111111･榊･llllllll11榊11111111111榊11111illl11榊11111111111榊1-ll"lllll…一■■■1｣ll111舳｡一一■■lllll･榊11一■■,Illl･w

…'･妾

書地学と切手'阪市大)立見辰雄(東言

蝸霧繋綴雛鱗灘顕鮒畷繍大)中村久由(地調)など…

23名だった.各国の登…

録人教はチ土コ790人…

書

アメリカ440人ソ連295…

人フランス250人力書

灘灘テダ!55人イギリス1351

人イタリア88人一ポ…

ランド81人などである.葦

書

切手は8月8胃に発行さ…

書

れた5種1組のもので…

あ声.それぞれ化石ま書

だは鉱物とそれを産し言

…

た所が面かれている.…

…

30hボヘミアの上舳亜系1

から産するアンモナイト…

珊ψψ伽伽｡㈹｡版ひ書

〃α〃〃〃(FRiTs0H)…

書

6(〕h北ボヘミアI)ecin近書

1くの･､､h1,j｡､ic､の中･

…鱗灘1繊鰍11蛾灘繊鱗嚢!葦級…

書新統から産した蛙の化石…

月･加･ろ舳伽乃･パg･η一書

書第23回国際地質学会議"､伽､,(O､､把､､)

･記念切手1

…

80hボヘミアンパラダイスの柱状玄武井とめのう書

���

書

…1968年8月19目から27目までチェコスロバキアのプlk･･タドラ山中中新統石灰料と礒杵から巌する

…ラバで開かれる予定だった第23回国際地質学会議は(W〃榊触α･(S･肌･･朋m)…

葦8月20目深更の東欧5ヵ国軍の侵入により3目目か

…

書ら流会になるという不幸な学会だった･日本から1k･･60h中央ボヘミアオルドビス紀の三葉虫化石

…参加していたのは渡辺武男(名大)市川浩一郎(大仙κ11脈1沽ろ"伽み"6乃〆(BARR･)書

…

う一､111一■■■舳■,.｡lI1■舳.｡.■,州､■..■1｡州､｡■I1■.州､■1一■1I■｡舳1■,1｡榊.■一1｡■1仙11｡｡■榊一1■｡,■■一舳一■11■一11一榊■1-1.一･■､舳■■1■,I■｡1㍍■一一■一1■一1舳■■1I■,,一■㈹｡1■■1■｡■■舳,.,11■■■■.榊1一一I｡■舳｡1■■..一一…､.一､｡､.､.榊....1■■､...㈹､､I■一....舳1｡....ξ�




